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概要 

2024年 1月 1日、石川県能登地方でマグニチュード（以下、「M」）7.6の地震が発生した。石川県志賀町や

輪島市で最大震度７が観測されたほか、北海道から九州地方にかけての広い範囲で揺れが観測された。また、

日本海沿岸の広い範囲で津波が来襲し、大津波警報が発表された。輪島市西部では、約 4m の隆起が見られる

など、能登半島を中心に大きな地殻変動も観測された。本レポートでは、地震ハザードに焦点を当てて、公

開情報をもとに今回の地震の特徴をまとめる。 
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1. 地震の概況 

2024 年 1 月 1 日 16 時 10 分、石川県能登地方（輪島市の東北東 30km 付近）の深さ約 16km を震源とし、

M7.6の地震が発生した1。日本海側で M7.5以上の地震が発生したのは奥尻島での津波被害が顕著だった 1993

年の北海道南西沖地震（M7.8）にさかのぼる。 

能登半島では 2020 年 12月以降地震活動が活発化しており（表 1）、気象庁は、この地震活動と上述の M7.6

の地震をあわせ「令和６年能登半島地震」と命名した2（以下、上述の M7.6 の地震を「今次地震」と呼ぶ）。 

表 1 2020年以降の震度１以上を観測した回数3 

 

 

 

 

 

1.1. 最大震度 

石川県志賀町と輪島市4で最大震度７が観測され、北陸地方を中心に北海道から九州の広範囲で震度１以上

となった（図 1）。国内の地震で最大震度７となったのは、1948 年福井地震の被害を踏まえて翌 1949 年に震

度７が新設されて以降、7 回目となる（1 回目：1995 年兵庫県南部地震、2 回目：2004 年新潟県中越地震、

3 回目：2011 年東北地方太平洋沖地震、4回目・5回目：2016 年熊本地震、6 回目：2018 年北海道胆振東部地

震）。なお、近年最大震度７の地震の発生頻度が増加しているように感じられる理由は、1995年兵庫県南部地

震以降に地震観測網が密になった結果、震源に近い場所で震度が観測されやすくなった（局所的な大きな揺

れを観測で捉えやすくなった）ことが挙げられる5。 

 

図 1 震度分布（2024/1/1 16:24 に発表されたもの）6 

                              
1 気象庁, 「令和６年能登半島地震」について（第３報）, 

https://www.jma.go.jp/jma/press/2401/01c/202401012130.html, （アクセス日：2024-1-19）. 
2 気象庁, 「令和６年能登半島地震」について（第２報）, 

https://www.jma.go.jp/jma/press/2401/01b/202401011810_2.html, （アクセス日：2024-1-22）. 
3 気象庁, 「令和 6年能登半島地震」の最大震度別地震回数表（令和 6年 2月 2日現在）,  

https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/2024_01_01_noto/noto_jishinkaisu.pdf, （アクセス日：2024-2-2）． 
4 気象庁, 「令和６年能登半島地震」における震度について, 

https://www.jma.go.jp/jma/press/2401/25b/20240125_sindo_tsuika.pdf, （アクセス日：2024-1-30）. 
5 福和伸夫, 「減災社会を目指して【42】震度観測の充実による最大震度の変化」, 朝日新聞「論座」,  

https://webronza.asahi.com/national/articles/2021010500002.html, （アクセス日：2024-1-19） 
6 地震調査委員会, 令和６年能登半島地震の評価 2024年 1月 15日, 

https://www.static.jishin.go.jp/resource/monthly/2024/20240101_noto_2.pdf, （アクセス日：2024-1-19）. 

https://www.jma.go.jp/jma/press/2401/01c/202401012130.html
https://www.jma.go.jp/jma/press/2401/01b/202401011810_2.html
https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/2024_01_01_noto/noto_jishinkaisu.pdf
https://www.jma.go.jp/jma/press/2401/25b/20240125_sindo_tsuika.pdf
https://webronza.asahi.com/national/articles/2021010500002.html
https://www.static.jishin.go.jp/resource/monthly/2024/20240101_noto_2.pdf
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1.2. 長周期地震動 

今次地震では、高層建物に影響を与える周期 2～3 秒から 10～20 秒程度の長周期地震動が、東北地方から

四国地方まで広範にわたり観測された。石川県能登では、長周期地震動の最大階級である 4 が観測され、階

級 3 が石川県加賀、富山県東部・西部、新潟県上越・中越・下越、そして震源から離れた長野県中部で観測

された。さらに、関東平野、濃尾平野、大阪平野の一部地域でも階級 2 が記録されるなど、震源から数百キ

ロ離れている場所にも長周期の揺れをもたらした（図 2）。 

 

図 2 長周期地震動階級の分布7 

2. 震源域の特徴 

2.1. 陸域近傍の浅い震源 

今次地震の震源は海岸付近に位置したことから、輪島港で地震発生とほぼ同時刻に津波第一波が到達する

など、地震発生から間を置かず津波が到達した（図 3）。日本海沿岸地域では、1964 年新潟地震（M7.5）、1983

年日本海中部地震（M7.7）、1993年北海道南西沖地震（M7.8）と度々津波を伴う大地震が発生しているが、い

ずれも震源が沿岸に近いことを背景に、地震発生から短い間に津波が来襲している8。 

 

図 3 津波の到達時間と高さ9。輪島市の 1.2m 以上は欠測扱い10。 

                              
7 気象庁, 長周期地震動の観測結果, 

https://www.data.jma.go.jp/eew/data/ltpgm_explain/event.php?eventId=20240101161010&dir1=data/past&past=1, 

（アクセス日：2024-1-19）. 
8 日本放送協会（NHK）, 「日本海東縁部」 短時間で到達する津波に注意, 

https://www3.nhk.or.jp/news/special/saigai/natural-disaster/natural-disaster_11.html, （アクセス日：2024-1-

19）. 
9 気象庁, 「令和６年能登半島地震」について（第５報）, 

https://www.jma.go.jp/jma/press/2401/02c/202401021015.html, （アクセス日：2024-1-19）. 
10 気象庁, 令和６年１月の地震活動及び火山活動について（令和 6年 2月 8日報道発表）, 関東・中部地方の主な地震

活動, https://www.jma.go.jp/jma/press/2402/08a/2401kanto-chubu.pdf, （アクセス日：2024-2-13）. 

https://www.data.jma.go.jp/eew/data/ltpgm_explain/event.php?eventId=20240101161010&dir1=data/past&past=1
https://www3.nhk.or.jp/news/special/saigai/natural-disaster/natural-disaster_11.html
https://www.jma.go.jp/jma/press/2401/02c/202401021015.html
https://www.jma.go.jp/jma/press/2402/08a/2401kanto-chubu.pdf
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2.2. 断層破壊過程 

今次地震における、地震や津波の波形・地震活動・地殻変動などの解析から、北西－南東方向の圧力によ

り、能登半島北東部を破壊開始点とした長さ 150km 程度の範囲で、逆断層（図 4：上側の地盤がのし上がるタ

イプの断層）が破壊されたと推定されている(図 5）。今次地震の発生後 24時間以内に発生した地震の分布は、

能登半島北部のほぼ全域と佐渡島沖にまで延び（図 6）、推定された震源域の範囲と重なる。震源付近では、

北東－南西方向に延びる南東傾斜の活断層が既往研究で示されおり（図 7）、これらの活断層が今次地震に関

連した可能性が高い11。逆断層型地震は地殻の上下変動が大きくなるため、海底で海水を大きく動かし、大き

な海面変動を引き起こしたとみられる。 

   

図 4 逆断層の模式図12             図 5 断層破壊の時間経過 11。中心の星は破壊開始点。 

    

 図 6 今次地震発生後 24時間の震央分布13   図 7 中越沖～金沢沖の震源断層の矩形モデル14 

3. 地殻変動 

上述の断層破壊により、輪島市西部で約 4mの隆起が起きるなど、広い範囲で隆起・沈降及び水平移動の地

殻変動が生じた（図 8）。空中写真判読や現地調査から、隆起による浅瀬の陸化に伴い、海岸線が海側に最大

で 240m 広がり陸域は約 4.4 ㎢拡大したと推定された15。能登半島では、地震に伴う隆起が数十万年スケール

                              
11 前掲脚注 6に同じ 
12 地震調査研究推進本部事務局, 用語集＞正断層・逆断層・横ずれ断層, 

https://www.jishin.go.jp/resource/terms/tm_fault/, （アクセス日：2024-1-19）. 
13 気象庁, あなたの街の防災情報ページ, https://www.jma.go.jp/bosai/map.html, （アクセス日：2024-2-5）. 
14 前掲脚注 6に同じ 
15 日本放送協会（NHK）, 能登半島 4.4平方 km拡大 輪島市の海岸線 海側に最大 240m広がる, 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20240109/k10014314931000.html, （アクセス日：2024-1-24）. 

https://www.jishin.go.jp/resource/terms/tm_fault/
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20240109/k10014314931000.html


損保ジャパン RMレポート ｜ Issue 253 ｜ 2024年 2月 19日 

Copyright © 2024 Sompo Risk Management Inc. All rights reserved. ｜ 5 

の長期にわたり繰り返された結果、海成段丘が多数形成されており、今次地震でも海成段丘が新たに形成さ

れた 14。 

 

図 8 衛星 SAR（合成開口レーダー）による隆起沈降 14。凡例の位置を当社修正。 

4. 強震動 

今次地震では、全国強震観測網（K-NET）の富来観測点（志賀町）で最大加速度 2,828gal となるなど、大

きな加速度を観測した。これは 2011年東北地方太平洋沖地震での K-NET築館（宮城県栗原市）の最大加速度

2,933gal と同程度である。 

K-NET 観測点においては、特に K-NET穴水（穴水町）、K-NET輪島（輪島市）、K-NET正院（珠洲市）で、K-

NET 富来と比べ周期 1～2 秒の強い揺れが観測され、1995 年兵庫県南部地震の JR 鷹取駅の観測波形と類似し

ている（図 9）。周期 1～2秒の揺れは低層建物の被害につながりやすく、キラーパルスと呼ばれる。他方、K-

NET 富来は極短周期成分が卓越し周期 1 秒以上の応答が小さかった。このような観測点の卓越周期の違いは

地盤の特性によって生じ、沖積層のような軟かい地盤ほど揺れの振幅が大きくなり周期が長くなりやすい。 

 

図 9 強震波形16。（左）加速度応答スペクトル、（右）K-NET観測点の分布 

5. 津波 

気象庁は 2011 年東北地方太平洋沖地震以来となる大津波警報を発表した。津波は北海道から九州にかけ

て、日本海沿岸を中心に観測され、能登半島の沿岸では津波第一波が地震発生の直後数分程度で到達した。

                              
16 後藤浩之, 土木学会地震工学委員会 令和 6年能登半島地震（M7.6）に関する速報会 地震動, 

https://committees.jsce.or.jp/eec2/system/files/0109GroundMotion.pdf, （アクセス日：2024-1-25）. 

https://committees.jsce.or.jp/eec2/system/files/0109GroundMotion.pdf
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震源域から約 80kmと比較的離れた富山市でも、地震発生からわずか約 3分後に津波第一波が到達した（図 3）。

これは地震の揺れに伴い富山湾内で海底地すべりが生じ、津波が発生したためとみられる17。 

    

図 10 気象庁による津波の痕跡高・遡上高18をもとに当社作成 図 11 能登半島北東部の津波浸水範囲19 

5.1. 津波高と浸水 

津波高さについては、気象庁が、検潮所の観測値（図 3）に加え現地での津波痕跡調査を実施し、津波遡上

高は上越市船見公園で 5.8m、直江津海水浴場で 4.5m、痕跡高は能登町白丸で 4.7m、珠洲市飯田港で 4.3m を

報告20している（図 10）。 

浸水状況には地域差21が顕著に現れ（図 11）、珠洲市の 128 ヘクタール、能登町の 63 ヘクタールなど富山

湾に面した能登半島の東側（内浦側）沿岸では比較的広い浸水面積が確認され22、志賀町など外浦側沿岸では

浸水面積は小さかった。特に珠洲市では、海岸から数百メートル内陸まで津波が遡上し浸水した。能登半島

北東部は図 8 に示した隆起範囲と重なっており、地盤の隆起や沈降が浸水の抑制や拡大に影響している。さ

らに珠洲市沿岸では沖合の海底地形の特徴により、能登半島の北部沖で津波が屈折し回り込み、遠浅の地形

により波が収斂し比較的高くなりやすい23。 

5.2. 津波継続時間 

今次津波は長時間継続し、地震発生の翌日に最大波を観測した地点も存在した（図 3）。気象庁が津波注意

                              
17 日本放送協会（NHK）, 富山湾の海底 斜面の一部 深さ 40mにわたり崩壊 海保の調査, 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20240125/k10014333561000.html, （アクセス日：2024-1-29）. 
18 気象庁, 「令和６年能登半島地震」における 気象庁機動調査班（JMA-MOT）による 津波に関する現地調査の結果に

ついて,  

https://www.jma.go.jp/jma/press/2401/26a/20240126_tsunamichousakekka.pdf, （アクセス日：2024-2-6）. 
19 日本地理学会, 令和 6年能登半島地震変動地形調査グループ（日本地理学会）：令和 6年能登半島地震による津波浸

水範囲の検討結果（第四報），2024 年 1月 14日 

http://disaster.ajg.or.jp/files/202401_Noto009.pdf, （アクセス日：2024-2-6）. 
20 時事通信, 新潟・上越で５．８メートル 能登地震の津波遡上高―気象庁, 

https://www.jiji.com/jc/article?k=2024012601107&g=soc, （アクセス日：2024-1-29）. 
21 東京新聞, 能登半島地震、津波被害に差が出た理由は？ 400メートル内陸に到達した場所も、ほぼ浸水ない沿岸部

も, https://www.tokyo-np.co.jp/article/301614, （アクセス日：2024-1-29）. 
22 国土交通省, 令和 6年能登半島地震 能登半島 道路の緊急復旧の状況, 

https://www.mlit.go.jp/common/001718345.pdf, （アクセス日：2024-1-19）. 
23 珠洲市, 珠洲市地域防災計画 総則編,  

https://www.city.suzu.lg.jp/uploaded/attachment/3556.pdf, （アクセス日：2024-2-2）. 
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報をすべて解除したのは翌 1 月 2 日の午前 10時（地震発生から約 18時間後）であった24。日本海で津波が発

生すると、沿岸部で反射する波や、対岸の朝鮮半島・ロシア沿海州で反射する波が複雑に関係して長時間津

波が継続する特徴があり、今回もそれが現れたといえる。 

6. 今後の留意点 

6.1. 活断層の割れ残り 

震源付近の断層の動きを分析した結果、震源となった断層域の北東側（佐渡沖）の断層がほとんど、ずれ

動いていなかったことが判明している25。また、佐渡沖だけでなく、志賀町沖の活断層もひずみが加わったこ

とで、地震の活動域が広がる可能性があると懸念されている26。 

6.2. 海域活断層の評価 

全国の各自治体は、最大クラスの津波が発生した場合に想定される津波浸水区域・浸水深等の設定やそれ

に基づく津波ハザードマップを作成し周知している。津波浸水想定の設定に必要な震源モデルと今次地震の

震源域がほぼ重なる27ことに加え、珠洲市の津波浸水想定で今次津波の浸水範囲を概ね説明できる 21 ことか

ら、今次地震は既知の海域活断層の活動により発生した可能性が高いとみられる。 

一方で、政府の地震調査委員会において海域活断層評価手法の検討分科会が設置されたのは 2017 年であ

り、海域活断層の長期評価がなされたのは現在のところ日本海南西部（九州と中国地方の北方沖）のみにと

どまっている28。このため、今回活動したとみられる地域の海域活断層の長期評価は今後の課題となっていた29。

これは、海域では掘削による断層活動の履歴（平均再来間隔や最終活動時期など）の調査が陸域活断層と比

べ難しいことに起因するが、今後の長期評価や、それを受けた地震動予測地図などの更新が待たれるところ

である。 

7. おわりに 

本レポートではまず、令和６年能登半島地震の概況を示した上で、震源域と地殻変動の特徴を確認し、今

次地震の強震動や津波が、日本海側で発生した歴史地震の中で有数の規模のハザードであることを述べた。

また、津波においては第一波到来が早いなど、太平洋側とは異なる日本海側特有の性質を持っていることを

解説した。太平洋側だけでなく、日本海側においても大規模地震や巨大津波のリスクに晒されていることを

理解し、それに対する適切な準備と対策が不可欠である。 

                              
24 前掲脚注 9に同じ 
25 日本放送協会（NHK）, 能登半島地震の震源域 半島の北東断層ずれ動かず “注意を”, 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20240117/k10014324201000.html, （アクセス日：2024-1-30）. 
26 朝日新聞, 能登震源域の断層、地震リスク高まる変化 東北大教授らが解析,  

https://www.asahi.com/articles/DA3S15839212.html, （アクセス日：2024-2-5）. 
27 産経新聞, 見過ごされた海底活断層「F43」のリスク 同種地震の予測にも課題, 

https://www.sankei.com/article/20240115-XDJ3IXFKTZIGBPAZ5MKBVXJSBM/, （アクセス日：2024-1-30）. 
28 地震調査研究推進本部, 海域活断層の長期評価, 

https://www.jishin.go.jp/evaluation/long_term_evaluation/offshore_active_faults/, （アクセス日：2024-1-

30）. 
29 東京新聞, M7.6は「想定されていた」能登半島地震の活断層は「未知」でもなかった？周知や対策はなぜ遅れた, 

https://www.tokyo-np.co.jp/article/302805, （アクセス日：2024-1-30）. 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20240117/k10014324201000.html
https://www.asahi.com/articles/DA3S15839212.html
https://www.sankei.com/article/20240115-XDJ3IXFKTZIGBPAZ5MKBVXJSBM/
https://www.jishin.go.jp/evaluation/long_term_evaluation/offshore_active_faults/
https://www.tokyo-np.co.jp/article/302805
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